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第64回 東海四県スポーツ推進委員研究大会

三 重 大 会

と き 平成 29年  2月  3日 (金 )4日 (土 )

ところ 全体会 三重県営サンアリーナ 第 1分科会 阿児アリーナ「オーシャンホール」
第 2分科会 阿児アリーナ 「ベイホール」
第 3分科会 賢島宝生苑  「華陽の間」

東海四県スポーツ推進委員により、地域における生涯スポーツ振興の実践活動に

ついて研究協議し、スポーッ推進委員としての資質の向上及び会員の交流を図り、

研究大会の参加者が相互に意見交換を図る目的で第64回東海四県スポーツ推進委員

研究大会 (三重大会)が開催されました。
今大会の主題は、「スポーッ推進委員が創るこれからの地域スポーツ」が掲げられ

2月 3日 (全体会)、 4日 (分科会)の 2日 間の本大会に津市スポーツ推進委員43名
が参加し熱心に研究協議を行いました。

第64回大会は三重県スポーツ推進委員協議会が主管となるため、津市スポーツ推

進委員会より女性推進委員 (小黒委員)が開会式の司会進行に協力されました。
また、開会式においては、「スポーッ推進委員功労者表彰」を 6名 の津市スポーツ
推進委員の方が受賞されました。

開会式後の講演では 5年後の～三重とこわか国体・全国障がい者スポーツ大会と
スポーツ推進委員との関わりについて～のテーマにて、 1名 のコーディネーターと
分野に分かれた 4名 のパネリストによるパネルデ
ィスカッションが行われ熱気あるディスカッシヨ

ンに会場のスポーッ推進委員の皆さんも昨今のス

ポーツ環境を数字などで示されるごとに認識を新
たに今後の取り組むべきターゲットの一つになっ

たのではと確信しました。 2日 目の分科会による
研究討議には第 1、 第 3分科会に参加し活発な意
見交換を行いました。
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～第 64回 東海四県スポーツ推進委員研究大会～

第 1分 科 会 に 参 加 し て 思 う こ と

高野尾地区 大江 裕二

皆さんは、「総合型地域スポーツクラブ」 (以下「総合型クラブ」という)っ てどの程度
知っていますか ?

自分は津市スポーツ推進委員を委嘱されてから4期 目ですが、「(総合型クラブ)
名前は聞いたことあるけど実態はようわからん」という程度でした。
今回伊勢志摩で行われた第 64回東海四県スポーツ推進委員研究大会、第一分科会のテ
ーマは「総合型地域スポーツクラブとスポーッ推進委員の関わり」というテーマでした。
発表は四日市の「スポーツクラブさんさん」というところで、驚いたことに発表者は当ク
ラブのマネージャーであり、東海四県スポーツ推進委員連絡協議会長の馬場さんでした。
今回の分科会を機に「総合型クラブ」について少しだけ調べてみました。yahoo!
japanで 調べてみると次の説明がすぐ出てきました。

【総合型地域スポーツクラブ】総合型地域スポーツクラブとは、日本に
おける生涯スポーツ社会の実現を掲げて、 1995年 より文部科学省が実施する
スポーツ振興策の一つで、幅広い世代の人々が、各自の興味関心・競技レベルに
合わせて、さまざまなスポーッに触れる機会を提供する、地域密着型のスポーツ
クラブをいう。
20年以上も前から国家プロジェクトともいえる形で全国的に展開しており、
平成 27年度現在準備中を含め全国で 3550、 二重県内で 64、 津市内で 8団
体が活動しています。自分は、高野尾地区において 4年前に「たかのおニュース
ポーツ教室」を立ち上げ、ファミリーバ ドミントン、 ドッヂビーを中心に毎週水
曜日に活動を行っていますが、毎週それなりに人数は集まりますが、種目が限ら
れ、「卓球やりたい」とか「幼児もやれることありますか ?」 という声があったり、
「子どもからお年寄りまで」とは言いつつもなかなか限られた年齢層しか参加で
きなかったり、いろいろと課題はあり、総合型クラブの存在と活動を目の当たり
にして、自分のやれることはもっとないかな ?次はどんなステップアップでどん
なステージを目指したらよいのかなと考え始めたところです。
今回の四日市市の発表を見て、素晴らしい活動だな、さすが馬場さんだなとい
う、感想を持ちました。ただ、残念に思ったのは発表されているのが馬場さんだ
けで横に座っている各部会の「部会長さんの発表」及び「関わっている人たちの
生の声を聴きたかったな」という思いが残りました。加えて入会、利用している
人たちの声ももっと聴きたいなと思いました。このクラブに入会して何がよいの
か ?も っとよくしていくには何を望むのか ?き っとたくさんの声があると思うし、
事務局にも届いていると思うので機会があったら聞いてみたいと思います。
2020年 には東京オリンピック、来年 2018年 には全国高等学校総合体育
大会、全国中学校総合体育大会、 2021年 夏には「三重とこわか国体」を控え
ている私たち津市スポーツ推進委員が今やれること、やったらよいことはたくさ
んあると思います。目前の課題も多くありますが、まずは広く世界に目を向けて
自分達の置かれている立場、現状をしっかり理解し、大きな視野に立ったうえで
自分たちの活動 を根本
か ら考 え、 中長期的な

計画 を持 ちなが ら足元
か らの活動 を力強 くダ

イナ ミックに進 めて い

きたいと思いました。
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～第64回東海四県スポーッ推進委員研究大会～

第 3分 科 会 に 参 加 し て

豊が丘地区 佐伯 龍一郎

「子どもの体力向上を図る取組」について

「子どもの体力向上を図る取組」について、鈴鹿市若松地区の総合型地域スポー

ツクラブ「若松 Jr.ふれあいクラブ」の発表がありました。
主な内容は次の 3項 目です。
1:地域の紹介
地域の人口は6,500人、2700世帯、小学校児童数356名 、クラブ加入数36名

で児童の約 1割が加入しているとのこと。
2:設立とその趣旨、目的
「地域の子どもを地域で支える」との考え方のもと、平成15年 4月 26日 に設
立されたこと。その趣旨、目的は子どもたちをスポーツ、文化活動、奉仕活

動等を通じて強く、たくましく、元気で思いやりのある子どもたちを育むベ

く、家庭、学校、地域社会が協力して実施すること。そして、この活動によ

り、地域のコミュニケーションの輪を拡大していくこと。
3:事業・活動内容
ファミリーバドミントン等のスポーツや茶道、海岸清掃奉仕などの活動で、

会員が家族のように交流していること。また、子どもたちが事業・活動内容
に自ら考え、計画し運営にも参画していること。
この発表内容について、いくつかの質問がありました。主な質問は次の 3
つです。

①設立されてから14年 になりますが会員が少ないのではないでしょうか、又、

増やすための対策は・・ ?

②活動したくてもいろんな事情で参加できない子どもたちへの対策は ?

③活動を支える地域の大人たちはどのよう

な方々なのですか・・ ?

この質問への回答は「地道な努力の継続が

大切」と語っていたように受け止めました。

私は「クラブの収支内容に」について質問
したかったのですが時間切れでできません

でした。

この後、伊賀市の推進委員のみなさんのリード
で「忍者の動きと精神を取り入れた独自の体操」
“忍にん体操"を全員で楽しく行いました。全国
に拡大中とのことでした !(参加者は400名 )
最後に第 3分科会の助言者の方から、発表者ヘ
のコメントがありましたが印象に残る助言はあり
ませんでしたので割愛させていただきます。

今回の研修会にはじめて参加させていただきま
したが、規模の大きさ、充実した内容、宿泊先の

すばらしさ、そしてなによりも「津市スポーツ推
進委員」の皆様との楽しいコミュニケーションが
一番印象に残る出来事でした。次回も是非参加し
たいと思っています。
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平成28年度三重県スポーツ推進委員研修会  第1事業部会(女性部会)
一志ブロック 藤岡 三枝子

～ 津市民スポーツ 0レクリエーシ∃ンフェスティバル ～  2016年 11月 06日  津市体育館
あなたが主役 !来て !観て !さわつて !楽 しんで !ニュースポーツ体験

ニュースポーツを楽しめる機会を提供し、市民のみなさまの健康増進と相互の
交流・親睦を図り、健康な市民生活に寄与する目的で今回で2度 目の「ニュース
ポーツ体験」が開催されました。開催に際しては、前日(11/5)に 実行委員 (13
名)にて会場の準備を実施し当日に備えました。
当日の体験種目は2種目 (力 □―リング、タスポニー)と紹介 &体験種目とし
て「ヘルスバレーボール」が準備され、参力□者は私達スポーツ推進委員含めて総
数 76名 の参加により開催されました。準備体操終了後、 2種 目に分かれてそれ
ぞれ 1時間ぐらい体験競技を満喫し、体験する度に惜しい、上手い、凄い等―投
一打に応援の拍手と歓声が飛び通い熱気ある会場の雰囲気でした。
体験種目終了後は参力□者全員に新種目の「ヘルスバレーボール」をスポーツ推
進委員がデモストレーシ∃ン競技として実施し、その後、参加者のみなさんによ
る体験競技を実施しました。普段のバレーボールとは全く異なリボールが予測不
能 ?な動きをするため、みなさん興味津々 (四苦八苦)で競技に取り組んでいま
した。

力□― リング タスポニー ヘルスバレーボール
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全国スポーツ推進委員研究協議会に参加して

_士 ブロック 小 坂  勝′い ヽ _

第57回 全国スポーツ推進委員研究協議会が (11/17～ 18)福井県の越前、鯖江の 2市で開催さ
れ、I~国各地より役員、委員並びに関係団体の方など総勢3,300人が参力□し熱気に包まれました。

開会式後の表彰式では、「文部科学大臣表彰」「全国スポーツ推進委員連合表彰」「全国スポー

ツ推進委員連合感謝状」の表彰と共に私達が受賞対象となる「30年勤続スポーツ推進委員感謝状」

が全国スポーツ推進委員連合副会長より受賞者を代表 して馬場 宏氏 (三重県スポーツ推進委員
協議会長)に授与されました。

【第 1日 目の講演】では、演題「スポーツに学ぶコミュニケーシ∃ン」～元気・活気・勇気・を

与える トーク術～について、日本ペップ トーク普及協会会長 :岩崎良純氏のプロや実業団、企業、

オリンピックチームの帯同経験の体験談を交えながらの講演を傾聴 しました。内容は、競技選手

に対 して「ネガティブなイメージはネガティブな結果を」「ポジティブなイメージはポジティブ

な結果」を引き寄せる。「ペップ トーク」とは、大事な本番前に指導者が選手や生徒にかける「前

向きな励ましの言葉」「短い激励のメッセージ」です。大変参考になる請演でした。

続いてシンポジウムでは、テーマとして「スポーツがもたらす明るく元気な未来への倉」造」を

テーマに全国的なスポーツ分野の学識経験者 4名 により実施され、「スポーツの現状と問題点」
を提言されました。

【第 2日 目の分科会】は第 4分科会を選択 しました。この分科会では福岡市、福井市、世界ゆ
るスポーツ協会の 3代表より研究発表がされました。福岡市の発表は「バスタボーで体を動かさ
ない人へのアプローチと競技人□の開拓」と題 しニュースポーツを開発・運用・効果の発表で、

バスタオルとバレーボールや ドッチボール等と組み合わせバ ドミン トンタつ
｀
ルスコー トでゲーム

するスポーツでした。福井市の発表は「福井発祥スティックリング普及の最初の一歩」のテーマ

を掲げ、福井市は「冬場は雪が降るとマレットゴルフなどが出来ない」ハンデイがあるので、そ

れに代わるものとして木製パックとスティックを組み合わせた「スティックリンク」を開発し、

用具は廃材、廃物を活用 し改良を重ね、屋内でも競技が可能なスポーツを開発した。

世界ゆるスポーツ協会の発表は、「スポーツ弱者を世界からなくす…・ゆるスポーツの挑戦」を

掲げ、昔から運動音痴、生まれながらの障がい者の人達が社会で「スポーツを楽 しむ」事 rJl難 し

いのであればと考えたのが「ゆるスポーツ」で、定義として、「年齢、性別、運動神経、障がい

の有無にかかわらず、誰もが笑いながら楽しめるスポーツ」・ 。「老若男女健障スポーツ」です。

種目は、現在11種 目で次々と生み出しており、目標は運動音痴の方や障がいを持つた方等「スポ

ーツ33者 」がスポーツを楽しむ環境を倉」出するとの発表でした。

～参加感想～

三重県からも主な市が参力□していた(参加者数/全委員数 単位:名 )
四日市(23/76)、 鈴鹿(8/61)、 亀山(1/28)、 桑名(6/40)、 伊賀(3/78)、 松阪(12/60)、

伊勢(2/61)、 いなべ(3/17)、 名張(5/30)、

津(7/121)
・全国レベルの著名人・アスリート等の請演が

傾聴できる。

・参力□することにより、私達、津市の取組状況と

比較できる

・津市は現状ニユースポーツゃ健康体操等の

開発がなくブームに乗つていない
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写 ックだ`慶 イ

ヽ、 津 ノ国ツフ_ノ ◇平成28年度 津市フアミリーバドミントン大会鍮

ブロツク長 林 裕行

平成 28年度の津ブロック事業として、平成 29年 2月 26日 (日 )に津市体育館で「平成
28年度 津市ファミリーバ ドミントン大会」を開催いたしました。
今年度は、42チーム (150名 )が参力□し、 8コ ー トに分かれ 3試合のリーグ戦を行い、
各コー トの 1位、 2位 による 16チームで決勝 トーナメントを行い、上位 4チームの順位を決
定 して、優勝、準優勝、 3位、敢闘賞のチームを表彰 しました。
津ブロックでは、市民の皆様にスポーツをする機会を提供させていただき、チームの交流、

相互の親睦を深めていただこうと、競技スポーツの大会を毎年開催しています。選手の皆様に

は、 1年の練習の成果を発揮 していただく機会となりますが、私たちスポーツ推進委員にとり
ましても、審判技術の向上、スポーツ推進委員の資質向上に向けた研修の成果を発揮する機会
となります。

私たちスポーツ推進委員も大会を通じて選

交流させていただくことができ、充実した 1

できました。最後に、大会開催に向けご尽力し

心からお礼申し上げます。ありがとうござい

尚、大会成績は下記の通りです。

優 勝 :安東 Bチーム (安東地
準優勝 :安東Cチーム (安東地
三 位 :チーム R・ ∪ (櫛形地
敢闘賞 :北立誠Aチーム (北立

◆明地区グラウンド・ ゴルフ大会◆
平成29年 3月 4日 (土):津市芸濃グラウンド

明地区体育振興会

大会当日、春の日差 しに恵まれ、子どもから高齢者 まで 80名 の参加によリグ
ラウン ドに設定された 2コ ー トで開催 しました。
当日に発表される組み合わせに和気あいあいの笑顔が飛び交いなが らブレーが
始まりました。日頃の練習の成果を発揮する人、また、初めてクラブに触る人、
それぞれが楽 しまれ、ホールインワンをされる人も多 く嬉 しそうな声がグラウン
ドに響いていました。
これからも、色々なスポーツを生涯スポーツとして普及・振興出来るように地
域の皆さんと頑張つていきたいと思つてます。

 ́         ′―t         :
4  _  _
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皿 り  '7

鰺 久居プロック 交流会 ●

平成 29年 2月 12日 (日 )久居にある
市営球場にて久居ブロツク交流試合として

グラウン ド 0ゴルフ大会が開催されました。

毎年 10月 に開催される大会ですが天候が悪
く延期となり、「何とか今年度も実施したい」

という皆の思いで調整 してきました。

前日は雪も降る大荒れの天気でしたが、大

会当日は晴れとなり、会場に来る途中、きれいな雪化粧 した青山高原を眺めることもでき

ました。日程ずれ込みの影響もあり、昨年と比べ参力□人数は若干少なかつたものの、 111

名にて競い、今年度から作成 した優勝 トロフィー、

6位までの表彰を目指 しプレイヤーの真剣味が伝わ
つてきました。コースは 24ホ ールで競い、優勝者
はホールインワン 3回 、スコアー49の 好成績でし
た。

競技終了後のラッキー抽選会もあり、大会参加者

が全員が笑顔で過ごせ、大会も盛 り上が りを見せま

した。今後においても、この大会は続けていく意味

のあるものだと実感 しました。

◆ 歩こう会/美杉地区 ◆
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スポーツ推進委員として地域活動に参
力□させて頂 くことにな リー年が経とうと
しています。事前にホームページを拝見
し,活動について少 し知識を得たつもり
でしたが、実際の活動になると半」らない
事ばかりで右往左往の一年でした。
しかし先輩の方の助けもあり、何とか
役目を務められたのかと思います。自分
自身体を動かす事が好きで普段からジ∃
ギングをしたリマラソン大会に出たりし
ています。参力□する側 と運
営する側の視点を持つ こと
で推進委員の活動にプラス
になるのではないかと思つ
ています。
次年度は、今年以上 に力
になれるよう頑張つて参 り
ますので、宜 しくお願いし
ます。

久居ブロック

今年度より津市スポーツ推進委員の委
嘱を受けました伊藤です。委員となつた
当初、何をするのか全 く半」らず不安な気
持ちでした。 しかし、三重県が主催する
新任研修や津地区で開催される会議や二
ユースポーツの実技研修に参力□する中で、
少 しづつではありますが、その役害」や重
要性を認識する事ができました。私の地
元、高茶屋地区では体育振興会の活動が、
スポーツ推進委員としての活動となり、
球技大会 (ソ フ トボール )と地区民運動
会の計画 0運営がその主な役害」となつて
います。人々が運動を通 じてコミュニケ
ーシ∃ンを図り、楽 しんでいる姿を見た
時、大変やりがいを感 じました。スポー

ツ推進委員の目的である
「ニュースポーッの普及、
その指導及び助言」には
まだまだ至つてお りませ
んが、微力なが ら地域の
スポーツ発展に貢献でき
るように努力 していきた
いと思います。

高茶屋地区
伊 藤 勇 希

津ブロック

昨年 4月 から津市スポーツ推進委員に
任命されました。以前からスポーツ少年
団の指導や地元の体育振興会のスタッフ
として、スポーツ振興に携わつてきまし
た。私が「発育発達や体幹 トレーニング」
「コーデイネーシ∃ン トレーニング」な
ど、何度か講習会に参加 したことがあっ
て、それらのメソッ ドや理論を中ノいに活
動 してきました。肩書きもなかつたため、
まずは参加者に楽 しんでもらえるように
そして、自由な発想でそれらを広めるこ
とに主眼を置いて活動 してきました。
これからはスポーツ推進委員としての
責任がでてくるため、今までのような自
由な活動はできなくぼると思います。し
か し、それ以上に推進委員として研修会
参力□への機会が増え、他の推進委員から
助言もいただける環境 となり、より自分
を高めていけるのではないかと考えてい
ます。特に今後は「解音」学」や「運動生
理学」について矢□識を深め、自分自身の
引き出しを増やすとともに、怪我をせず
身体機能 の保持増進 でき
るスポーツ環境づ くりに
寄与 していきたいと考 え
ています。新任スポーツ
推進委員 として、何もわ
か らない事ばか りで、家
庭の事情や地元の関係で
行事 に参力□できない事 も
多 々あると思いますが 、
諸先輩方 に追 いつける よ
う頑張つていきます。

―志ブロック
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安芸ブロック
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平成 28年度 三重県スポーツ推進委員研修会兼
第 57回 三重県スポーツ推進委員研究大会に参加 して

津ブロック 上村 健治

県内のスポーツ推進委員が一堂に会 し、地域に於けるスポーツの推進につ
いて研修を行い、スポーツ推進委員の資質の向上及び会員相互の親睦を図る
事を目的に実施 している二重県スポーツ推進委員研修会兼三重県スポーツ推
進研究大会が、本年度は伊賀市 「上野フレックスホテル」において、県内各
市町村の推進委員等 280名 を越える参力日のもと平成 28年 12月 10日 に
開催されました。津市からは 38名 のスポーツ推進委員及び事務局職員が参
力□し、当日の朝、市内の 2カ 所から会場の伊賀市へ出発 しました。
大会は 10時 30分 に開会 し開会式の「歓迎のことば」では、岡本伊賀市
長から開会時に降つていた雨になぞらえて、伊賀市出身の松尾芭蕉の「しぐ
れ」の俳句を交え挨拶をいただきました。開会式後の表彰式での「スポーツ
推進委員功労者表彰」では、永年の生涯スポーツの普及 0振 興が認められた
県内の 24名 のスポーツ推進委員が表彰され、津市スポーツ推進委員会から

し,参加者全員で少 し難 しいこの体操の振り付けを教えていただき、何度も
曲に合わせて体を動か し、汗を拭きながら大変有意義な大会は終了しました。
最後にこの大会に際 し、スムーズな運営をいただきました大会関係者のみ
なさま、のぼりや昼食のお弁当の包み紙で歓迎をいただきました伊賀市のス
ポーツ推進委員の皆さん、バスでの送迎や現地での段取 りを していただいた
津市の職員の皆さんに心から感謝を申し上げます。
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体操には伊賀 FCく ノーマスヨッ トキャラクターの「くのんちゃん」も参力□



☆受賞おめでとうございます☆

第 64回 東海四県スポーツ推進委員研究協議会 (平成 29年 2月 3日 ～ 2月 4
日 :伊勢、志摩市 )、 第 57回 三重県スポーツ推進委員研究大会 (平成 28年 12
月 10日 )の 席上にて、津市スポーツ推進委員として活躍されている下記の方々
が、長年のスポーツ推進委員として、住民のスポーツの実技指導・ 助言などによ

り生涯スポーツの普及・振興に貢献されている功績が認められ受賞されました。

おめでとうございます !今後のますますのご活躍をお祈 りいたします。

【東海四県スポーツ推進委員功労者表彰】

☆ 平成28年度 東海4県スポーツ推進委員功労者表彰 ☆
天 野 正 敏 さん (久居ブロック)
古 市 和 也 さん (安芸ブロック )

【中ブロックスポーッ推進委員 IED労 者表彰】

☆ 平成 28年度中ブロックスポーッ推進委員功労者表彰☆
大河内  充  さん (安芸ブロック)
藤 岡 三枝子 さん (―志ブロック )

【三重県スポーツ推進委員功労者表彰】

☆ 平成28年度三重県スポーツ推進委員功労者表彰 ☆
上 村 健 治 さん (津ブロック )
中 り|1 浩 雄 さん (津ブロック )
中 谷  清  さん (津ブロック )
渡 辺 禾□ 宏 さん (津ブロック )

☆★☆ 編集後記 ☆★☆

「ヘルスバレーボール」・ 0・

第 15号で報告されている「ヘルスバレーボール」の紹介を兼ねた体験競技が平成 28
年 11月 26日 の市民スポーツ・ レクリエーシ∃ンフェスティバルにて市民の皆様に初め
てデモ競技及び体験をしてもらいました。「ヘルスバレーボールて何んだろう ?」 と興味
津長で した。由来は、 1995年 頃千葉県流山市で者案されたニュースポーツです。使用
する「ヘルスボール」、本来、ス トレッチ体操用のボールですが、多目的なスポーツ用具
として使用することができます。形状は楕円形で直径 90cm、 短径 50cm、 空気で膨
らませたビニールボールを布で覆ってしヽます。ラグビーボールのようなこのボールの形状
が予漫」不能な動きをし、本来のバレーボールとは―味違った投げる 0受ける・打つのイレ
ギュラー体験ができ、誰でも気軽に参加できるスポーツと考えます。津市スポーツ推進委
員会としても新たに「ヘルスバレーボール」を採用することになり、ボール (8個 )を準
備 しデモ &体験競技を通 して市民に普及をし、津市のニュー・スポーツの新種日として P
Rし活発に楽 しんでいただきたいと願つています。 (by batayan)

●津市スポーツ推進委員会 事務局● TEL:059-229 3254 FAX:059-2293247
〒5140056 津市北河路町191 メッセウイング・みえ 2階

☆津市スポーツ荘違委員舎ホームベージ★
hffp://tsu― sposul,cOm/

公益社団法人全国スポーツ推進委員連含
http:/ / wu)w.zent aishi.com
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